
 

 

 

１．業務の目的 

柏市では，乳幼児期の教育・保育の質の向上と量の確保の両面を実現するため，本市の保育のあり方を中

長期的な視点から検討し，令和５年３月に「柏市保育のあり方に関する基本方針」を策定しました。 

同基本方針に示された，柏市立保育園（以下「公立保育園」という。）の役割と再整備の方針を受け，令和６

年５月に公立保育園の機能・設備の検討や施設の現況を踏まえた再整備手法の検討を行いました。 

本業務はこれらを踏まえ，老朽化が進む柏市立若葉保育園の再整備にあたって求められる具体的な施設機

能，施設構成，基本計画図，運営方針等を定めた基本計画の策定支援並びに事業実現に向けた事業手法の検

討を目的とします。 

 

２．敷地条件 

当該敷地は，柏駅東口から南方向へ約１.２ｋｍ，市道５０４３７

号（レイソルロード）に面した，柏第三小学校（以下「柏三小」とす

る。）敷地の南東側に位置しており，第一種住居地域（建ぺい率６

０％，容積率２００％），第二種高度地区が指定されています。 

敷地に入り込む形で，地下水を汲み上げるポンプが設置され

た第一水源地第五号井がありますが，平成２７年３月以降，休止

となっています。 

また，４時間-２.５時間の日影規制がかかっており，高さ１０ｍを

超える建築物は規制の対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．導入機能 

公立保育園を再整備する際には，一般園又は基幹園に必要な機能及び設備を設置することを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹園となる若葉保育園における

諸室構成として，右図のような諸室

間の関係性を意識して配置するもの

とします。 

 

 

 

 

 

  

（A棟） 

（B棟） 

柏三小グラウンド （プール） 

柏三小 
こどもルーム 

柏市立若葉保育園 

第一水源地第五号井 

（裏門） 

※ベースの地形図は「柏市公開型GIS」より取得 

屋外トイレ 

施設名称 柏市立若葉保育園 

住   所 柏市若葉町４－３６ 

用途地域 第一種住居地域（60/200） 

高度地区 第二種高度地区 

隣地斜線 ２０ｍ＋1/1.25 

日影規制 ４時間-２.５時間／４ｍ 

 

地域における保育の調整役としての機能を持たせた公立保育園 

→一般園の設備に，地域の調整役としての機能（会議室・研修室，公開保育対応スペース等）を付加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹園 

基幹園以外の公立保育園 

→保育室，遊戯室，職員室，調理室等の既存施設が有する設備に，多様な保育ニーズへの対応や，保育環

境の充実を図るための設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊以下の設備・機能を追加して，保育しやすい環境の整備充実を図る 

→クールダウンスペース，多目的室，相談室，エレベーターなど 

保育室，遊戯室，職員室，調理室等（既存施設にある設備・機能） 

＊一般園の設備に以下の施設（機能）を追加し，地域の調整役としての機能を保有する 

→会議室・研修室，公開保育対応スペースなど 

一般園 

 一般園共通の必要諸室 

 
若葉保育園で新たに設ける

一般園の諸室 

 
若葉保育園で新たに設ける

基幹園として必要な諸室 

 

＊さらに，今後の社会制度の動向や各地区のニーズを踏まえ，人材の再配置を含めた公立保育園の多機

能化を検討する 

→医療的ケア児対応機能，地域子育て支援拠点機能，一時預かり機能など 
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給食室

保育室 

（０・１・２歳） 

一般園としての

機能 事務室 

（１） 

相談室 

（２） 

遊戯室 
（２）

医務室 

クール 
ダウン 

基幹園としての

機能 

専用 

保育室 

保育室 

（３・４・５歳） 

遊戯室 
（１） 

・医療ケア児等の受入れ 

・家庭児童相談

等の実施 

・子どもの遊び場

としての提供 

・園内イベント，雨天

時の遊び場等とし

ての活用 

・感情コントロー

ルの場 

外部からの 

アプローチ 

外部からの 

アプローチ 

・会議，作業等の

実施 

・誰でも通園，一時

預かり事業の実施 



 

 

 

○園舎及び園庭等の参考規模を基に，新たに整備する若葉保育園は，約２,０００㎡の施設規模を想定します。 

○原則，２階建てとし，一部の事務・管理スペース等については，３階部分への配置も可とします。 

○園庭等については，隣接する小学校の運営の妨げとならないようにするとともに，園児の安全性に配慮し

ます。駐車場については，学校来訪者やこどもルーム送迎等の利用時間帯等を勘案した駐車台数について

関係機関と調整し，路上駐車が発生しないようにするとともに，児童・園児の動線確保や道路渋滞，事故防

止に配慮した計画とします。 

 

 

○当園は，①柏市公立保育園における《基幹園》の一つとして，今後も長期的な施設維持が求められること，

②《基幹園》として「一時預かり機能」や「医療的ケア児対応機能」等を複合化すること，③隣接する柏三小の

グラウンドが活用できそうなことから，「建替え」による再整備を想定します。 

○当事業の特性を勘案し，当該事業への PPP/PFI事業の導入は想定しないものとします。 

○今後も継続して一定数の園児が予想されるとともに，近隣に一時的に受け入れが可能な公立園の立地が

なく,また，当該敷地に近接して，仮設園舎や園庭として借用可能な公有地（柏三小）があることから，園の

運営を継続しながら現敷地内での建替えを検討します。 

○本市における《基幹園》整備のモデル的位置づけとなり，複合化する機能等に関する諸室の規模や仕様等

の前例を有しないことから，《設計》と《工事》は分離して発注することが望ましいと考えられます。また，当

園の再整備において，特別な緊急性は求められていないこと，長期的な施設利用が見込まれることから，

「従来方式」による発注が望ましいと考えられます。 

○再整備にあたっては，既存の敷地内での建替えは制約が大きいことから，隣接する柏三小のグラウンドを

一部利用した事業とすることが想定され，また，基幹園としての有効な施設利用に向けた提案も求められ

ることから，設計については「技術提案方式」による事業者の選定が望ましいと考えられます。 

 

 

４．諸室等の規模 

若葉保育園の定員は現状の１３０人を維持するものとし，２歳児未満を３０人，２～５歳児を各年齢２５人と想

定します。 

 

区分 諸室等 参考規模 

一
般
園
と
し
て
の
諸
室
等 

保
育
ス
ペ
ー
ス 

（★）保育室 

（２歳児以上） 

80㎡×４室 
≒３２０㎡ 

（★）乳児室・ほふく室 

（２歳児未満） 

75㎡×２室 

≒150㎡ 

（★）遊戯室（１） 
２㎡×１００人 
≒２００㎡ 

トイレ 
４㎡×１０基 
≒４０㎡ 

クールダウンスペース 
５㎡×２か所 

≒１０㎡ 

給
食
室
（
※
） 

調理室,配膳スペース ４０㎡ 

下処理室 １０㎡ 

検収室 ５㎡ 

食品庫，物品庫 １０㎡ 

前室 １５㎡ 

調理員休憩室・更衣室 １５㎡ 

調理員トイレ ４㎡ 

ワゴンスペース ４㎡ 

事
務･

管
理
ス
ペ
ー
ス 

相談室 
９㎡×２室 

≒１８㎡ 

医務室 １０㎡ 

事務室 ３０㎡ 

職員休憩室 ２０㎡＋１０㎡ 

職員更衣室 
1.5㎡×３０人 

≒４５㎡ 

職員・一般トイレ 
３０㎡×２か所 

≒６０㎡ 

共
用
ス
ペ
ー
ス 

玄関・ホール ６0㎡ 

廊下・階段 4８0㎡ 

エレベーター 4㎡ 

電気・機械室 １０㎡ 

倉庫 
１５㎡×２室 

≒３０㎡ 

小 計 １,6００㎡ 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

５．再整備手法 

公立保育園の保育需要に応じた再整備の考え方に基づき，既存の公立保育園において，老朽化に伴う再整備

を行う必要がある場合，下記に掲げる手法が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立園の再整備手法 

建替え 長寿命化改修 既施設複合化 

園の運営を継続しな 
がら現敷地に建替え 

園の運営を一旦休止し現
敷地に建替え 

移転建替え 

従来方式 
（設計施工分離発注） 

デザインビルド方式 
（設計施工一括発注） 

リース方式 

【STEP1】 

基本整備手法 

【STEP３】 

再整備時の 

園運営の考え方 

【STEP４】 

契約方式 

PFI事業 
【STEP2】 

PFI導入可能性 公設公営 

競争入札方式 総合評価方式 
技術提案方式 

（プロポーザル） 

【STEP５】 

事業者選定方式 

区分 諸室等 参考規模 

基
幹
園
と
し
て
の
諸
室
等 

保
育
ス
ペ
ー
ス 

（★）公開保育参観スペース

（★）専用保育室

（★）保育室（だれ通，一時預

かり）

（★）保育室（地域拠点事業）

（★）遊戯室（２） 

 

仮眠室 

トイレ 

多目的室（１） 

多目的室（２） 

小 計 

合 計 

 

区分 諸室等 参考規模 

屋
外 

園
庭
等 

広場スペース

遊具スペース

テラス

倉庫
駐
車
場 

駐
輪
場 

駐車場 

駐輪場 

外
構
等 

緑化スペース 

敷地境界 

太陽光発電 

給食室関連 

 

再整備の方針 

再整備の方針 
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６．施設計画 

 保育園の整備にあたっては，柏三小のグラウンド利用への影響を最小限に抑えた範囲内で，柏三小のプール跡地及びグラウンドの一部に敷地を拡張して新たな園舎を整備することで，既存の園舎による保育園運営を継続しな

がら，仮設園舎の整備コストを削減するとともに，より効率的な敷地活用を考慮した施設計画とします。 

また，新設園舎整備後，現保育園敷地南側の園庭部分は敷地を分割し，保育園や隣接するこどもルームの送迎，保育園の基幹園や柏三小への来訪者のための共用駐車場などとしての活用を図ります。 

 

 

  

新 園 舎 

敷地面積：約３,６３０㎡ 

敷地面積：約 1,700㎡ 

接道延長：約 59ｍ 

移動式遊具 
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○柏三小のプール跡地とグラウンドの一部に保育園の敷地を拡張して新園舎を整備することで，既存の保育

園を運営しながら，仮設園舎の整備を不要とした効率的な建替えを行います。 

○その際，柏三小のグラウンドやこどもルームの運用を妨げない範囲での敷地拡張を検討します。 

○かつての園庭部分は，共用駐車場としての活用を検討します。 

○建物整備にあたっては，温室効果ガスの削減や敷地内緑化などの環境面，災害時の福祉避難所機能に配慮

した施設計画とします。 

再整備の方針 

２ 階 

１ 階 

凡  例 

 保育室関連スペース 

 基幹園関連スペース 

 給食関連スペース 

 管理関連スペース 

 

園 庭 

園 庭 

屋外へのスムーズな 

アプローチ 

屋外へのスムーズなア

プローチ 

屋外へのスムーズなアプローチ 

スムーズな配膳動線 

基幹園部分への個

別アプローチ 

事務室からのメイン玄

関，園庭への見通し確

保 

乳児の遊び場 

※この図はあくまで一例であり，今後，変更さ
れる可能性があります。 

災害時における福祉避

難所などとしての利用 

災害時における福祉避

難所などとしての利用 

相談室 



 

 

 

７．事業計画 

《段階整備計画》 

保育園の改築工事における段階整備計画を下図のように想定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《事業スケジュール》 

若葉保育園の改築事業は下図の事業スケジュールを想定し,新園舎への移転を２０３０（R１２）年５月,既存園

解体後の園庭及び共用駐車場整備の完了は２０３０（R１２）年度末を予定します。 

 

2025（R7）年度 2026（R8）年度 2027（R9）年度 2028（R10）年度 2029（R11）年度 2030（R12）年度 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《概算工事費》 

輸送費増に伴う資材価格の値上がりに加え，円安の影響による輸入原材料の高騰，建設業における時間外

労働の制限に伴う人件費の引き上げが工事費に上乗せされるなど，今後，建設工事の需要が大幅に減少しな

い限り，建設工事費は高い水準で推移していくことが予想されています。 

新設園舎の㎡単価を８０万円/㎡に設定するとともに,近年の工事費をもとに各工事費の単価を設定し,当該

施設の概算工事費を約１９.1億円と見込みます。 
 

内  容 金額（億円） 備  考 

既存園舎解体 2.0 
約１０００㎡ 

２０万円/㎡を想定 

小学校プール解体 0.6 実績額で想定 

新設園舎 1６.0 
RC造／一部２階建て,約２０００㎡ 

８０万円/㎡を想定 

園庭 0.5 
約２６００㎡（※建築面積約１０００㎡を除く） 

２万円/㎡を想定 

合  計 19.1  

※ただし,供用駐車場の整備費,新たに導入する什器等の備品費用は含まない 
 

現  況 

グラウンド 

プール 

屋外トイレ 

既存園舎（Ａ棟） 

既存園舎（Ｂ棟） 

園児入口 

既存園庭 

新園舎建設時 

工
事
ヤ
ー
ド

 

既存園庭 

既存園舎（Ｂ棟） 

既存園舎（Ａ棟） 

新園舎 

工事ヤード 

（プール跡地） 

園児入口 

サービス車両入口 

既存園舎解体時 

園児入口 

工事車両入口 

最終的な保育園敷地境界 

仮設園庭 

新園舎 

サービス車両入口 

工事ヤード 

完成時 

園児入口 

駐車場入口 

サービス車両入口 

新園庭 

遊具 

共用駐車場などとして，活用 

（保育園来訪者，学校来訪者，保育園・ 

こどもルーム保護者送迎など） 

新園舎 
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プロポーザル 
準備・業者選定 

地質・測量調査，基本・実施設計 

各種調査 

プール解体 

▲６月議会承認 

新園舎建設 
◆移転 

既存園解体 

境界確定 

園庭,駐車場整備 


